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1 はじめに
クラウドコンピューティングの発展にともない，

小規模なWebアプリケーションを短納期で多数
開発できる様にする必要性が高まっている．この
ためには，エンドユーザーの開発への参加が重要
になるが，アプリケーションをエンドユーザーだ
けで開発することは現実的ではない．ここでは，
エンドユーザーや営業担当者が，プロトタイピン
グを通じて設計を行えるようにする手法について
検討する．これにより，短期間で手戻りの少ない
設計が行えることが期待出来る．
この目的のためには，プロトタイピングの際に，

アルゴリズムを手続きの形式で記述する方法は現
実的でない．そこで，遷移ごとの画面を既存の画
面設計ツールで設計し，その遷移を起こすため
に必要な手続きをシステムが推測する，一種の宣
言的 [1]な手法をとることを考える．これによっ
て，実際に動作するプロトタイプが実現できれば，
UML等の形式で設計を出力することは比較的容
易に行う事が出来る．また，仕様の確認の精度も
高くすることが出来る．本稿では，提案方式の概
要について述べる．

2 方式の概要
図 1に，提案方式によるプロトタイピングシス

テムを示す．マウス操作等によって遷移する画面
を，それぞれ htmlの形式で作成する．ここでは，
まったく別の画面に遷移する場合ばかりでなく，
動的に画面の一部に変化が起きる場合も結果の画
面の例を作成する．たとえば，表に行が追加され
る場合は，１行追加された画面を作成しておく．
このようにして作成された複数の画面定義の

htmlをパースし，それぞれを DOMの形式に変
換し，差分を判定することにより，システムは，
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図 1: システム構成図

どのような画面変化が起きたのかを判定できる．
したがって，利用者は，

• 遷移ごとの画面設計

• 変化が起きる条件（イベント）の設定

• 画面変化の際に利用されるデータのソース

を指定することによってプロトタイピングが行
えるようになると期待できる．
変化が起きる条件の設定は，例示によって行う．

具体的には，設計された htmlファイルを表示す
る際，そのまま表示するのではなく，システムが
自動的に起こりうるすべてのイベントに仮の定義
を埋め込む．利用者が画面を表示し，イベントを
起こすための動作，たとえば，ボタンクリック等
の動作をとると，イベント定義のためのウィザー
ド画面が起動する．これをもちいて，遷移先の画
面を指定することによって，イベントの定義を行
う．この際，同時に，その際に利用されるデータの
ソースも指定することができる．データのソース
が指定された場合，システムは，パラメトリック
な遷移であると推定する．ここで，パラメトリッ
クな遷移とは，データの内容によって，遷移後の
表示が一部変化する画面遷移を示すことにする．
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パラメトリックな遷移に用いられるデータの供
給源は，オブジェクトの形式で指定する．オブジェ
クトは，サーバ機能やDOMの値を抽象化したも
のである．REST等の方法で提供されるサーバ機
能の仕様は，オブジェクト定義の形式であらかじ
めシステムが保持しているものと仮定する．
パラメトリックな遷移を定義する際，システム

は，遷移先の画面が指定されると，遷移元の画面
との差分を検出して，定義ウィザードに画面変化
の候補を表示する．たとえば，表の内容に差分が
あれば，既存の行に対する項目の書き換えか，行
の追加が変化の候補となる．このとき，例として
作成した画面の表部分に遷移形式を指示するアノ
テーションを記入しておけば，比較的容易に画面
遷移の形式を推定することができる．たとえば，
@update, @add等の記号を表の項目中に記入し
ておけば，表の書き換えか，行の追加であるかが
区別できる．
画面遷移を定義することができれば，実装する

ことができる．具体的には，JavaScriptのライブ
ラリを用意し，システムがそれへの呼び出しコー
ドを埋め込むことによって実現する．また，この
情報からUMLを生成する．これによって，利用
者は，JavaScriptの知識なしに，画面設計を行う
だけでプロトタイプを行うことが可能になる．使
用するツールによっては，htmlに関する知識も
ほとんど必要としない．

3 設計例
宣言的な方法によってプロトタイプの設計が行

えるかは，自明ではない．利用者が指定したい，
典型的なケースについて，事例を検討してみる．
3.1 ユーザーによる操作の指定
ボタンを押すといった単純な操作は一つのイベ

ントによって構築されているが，ドラッグ＆ドロッ
プはドラッグする対象にドロップされる領域を加
えた二つの要素によって構築されている．その為，
ユーザーによる操作の対象は，実際に操作に関わ
る要素の数だけ，対象を指定する必要がある．
具体的に設定を行う項目としては，行いたい操

作の種別と，その操作に関わる対象の全てを指定
する．
3.2 操作による画面変化の指定
操作による画面変化の指定は，操作の種別に関

係なく，操作の結果として指定される動的データ
の形式以外の差は無いと考えられる．

動的データを元に表示する場合は，どの様な
データを，どの様な形で表示できるかを定義する
必要がある．単一データの場合は idを指定して
のマッピングし，そのデータをどの様に表示する
か指定を行う．単一デー タ以外は単一データ同
様の指定に加え,テーブルの様 なレコード表示を
テンプレートとして定義しておくことが考えられ
る. 設定される項目としては，影響を受ける対象
の指定，対象の変化に影響するデータ，データに
よる影響の与え方を指定する必要がある．
設定される具体的な例として，テーブルデータ

を使用した場合を挙げる (図 2)．項目としては影
響を受ける対象として，実際に変化するテーブル
を，対象の変化に影響するデータとして，別途定
義されているデータオブジェクトを，データによ
る影響の与え方として，データの向き，テーブル
のサイズ，オブジェクト idによるデータのマッピ
ングを指定する必要がある．

図 2: 操作による画面変化設定ウィザードの具体例

4 むすび
プログラミングの知識が少ない利用者を主体と

して，Webアプリケーションを設計する手法につ
いて提案した．現在，クラウドシステムの構築を
行っているため，ここで利用することにより有効
性に関する知見を収集してゆきたい．
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